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＜生徒用災害対応マニュアル＞ 

激甚災害に備えて 

Ａ 台風等異常気象時における登下校について 

 １ 暴風警報が発表された場合 

(1)  登校する以前に、名古屋地方気象台から暴風警報が愛知県西部のいずれかひとつの地

域または市町村に発表されている場合  

   ア 始業時刻２時間前（午前６時４５分）までに警報が解除された場合は、平常どおり 

授業を行う。 

   イ 始業時刻２時間前以降午前１１時までに警報が解除された場合は、解除後２時間を 

経て授業を始める。 

   ウ 午前１１時以降警報が継続されている場合は、授業を行わない。 

      上記ア、イの場合、通学路の冠水・河川の増水等により登校が危険なときや交通機 

関の途絶等により登校が困難なとき、居住地に暴風警報が発表されているときは、登

校しなくてよい。 

      登校できない場合、生徒は学校または担任へ連絡するように努力すること。 

(2)  登校後に名古屋地方気象台から暴風警報が発表された場合 

     授業は中止とし、安全を確認のうえ速やかに下校する。ただし、通学路の通行が危険 

と認められるときや、通学距離等により帰宅が困難と認められるときは、学校の指示に 

従い校内において待機する。 

 

  ２ 特別警報が発表された場合 

(1)  登校する以前に名古屋地方気象台から特別警報が発表されている場合 

   ア 登校しない。 

   イ 学校の再開については、学校ホームページで確認する。 

   ウ 学校が再開されても通学路の冠水・河川の増水等により登校が危険なときや交通機 

関の途絶等により登校が困難な場合は、登校しなくてよい。  

(2)  登校後に特別警報が発表された場合 

     授業は中止とし、安全を確認のうえ速やかに下校する。ただし、通学路の通行が危険 

と認められるときや、通学距離等により帰宅が困難と認められるときは、学校の指示に 

従い校内において待機する。 

 

 ３ 暴風警報又は特別警報が発表されていないが、大雨等異常気象により安全確保困難が予 

想される場合 

(1) 臨時休校及び授業の再開については、学校のホームページで確認する。 

  (2) 学校が再開されても通学路の冠水・河川の増水等により登校が危険なときや交通機関 

の途絶等により登校が困難な場合は、登校しなくてよい。 
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４ 名古屋地方気象台における予警報の地域区分 

 

一次細分区域名        二次細分区域名  
    

尾張東部：名古屋市、瀬戸市、春日井市、犬山市、小牧市、尾張旭市、 

         豊明市、日進市、長久手市、東郷町 
     

   

西

部 

  尾張西部：一宮市、津島市、稲沢市、岩倉市、清須市、愛西市、弥富市  

         北名古屋市、豊山町、蟹江町、大治町、江南市、あま市、 

         大口町、扶桑町、飛島村       

      知多地域：半田市、常滑市、東海市、大府市、知多市、東浦町、阿久比町  

         武豊町、美浜町、南知多町       

愛知 

    
西三河南部：岡崎市、碧南市、刈谷市、安城市、西尾市、知立市、高浜市  

           幸田町     

    
西三河北西部：豊田市西部、みよし市 

      

     

西三河北東部：豊田市東部 
      

   東

部 

  
東三河北部：新城市、設楽町、東栄町、豊根町       

     
東三河南部：豊橋市、豊川市、蒲郡市、田原市       

     

 

５ 校外実習期間中に暴風警報及び特別警報が発令された場合 

   上記１～４に準じて行動するとともに、実習場所においては引率教員の指示及び実習施 

設の災害対応規定に従って行動し、安全確保に努める。 

 

Ｂ J アラート(弾道ミサイル発射)による情報伝達 

   ＊Ｊアラート（全国瞬時警報システム）とは、津波をはじめとする大規模災害や武力攻撃 

事態又は存立危機事態が発生した際に、国民の保護のために必要な情報をサイレンや放 

送によって住民へ緊急情報を伝達するシステム。 

  １ 弾道ミサイルが発射され、日本の領土、領海に落下する可能性があると判断した場合 

  (1) 屋外にいる場合 

     近くの建物の中か地下に避難する。 

  (2) 建物がない場合 

     物陰に身を隠すか、地面に伏せて頭部を守る。 

  (3) 屋内にいる場合 

        窓から離れるか、窓のない部屋に移動する。  

 ２ 近くにミサイルが落下した場合 

  (1) 屋外にいる場合 

     口と鼻をハンカチで覆い、現場から直ちに離れ、密閉性の高い屋内又は風上へ避難 

する。 

  (2) 屋内にいる場合 

換気扇を止め、窓を閉め、目張りをして室内を密閉する。 
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Ｃ 南海トラフ地震に関する緊急時の対応について     

 １ 「南海トラフ地震に関する情報（臨時）」内容が「授業を行えない」場合の対応について 

  (1) 登校前に地震が発生した場合 

   ア 登校しないこと。 

  (2) 登下校中に地震が発生した場合 

   ア 生徒の現在地がＪＲ大府駅と学校の区間にある場合 

(ｱ)  安全に留意しながら登校する。 

   イ 生徒の現在地がＪＲ大府駅と家庭の区間にある場合 

(ｱ)  徒歩及び自転車通学者は、身の安全を確保し、最寄りの避難場所（学校や公園 

へ避難する。 

    (ｲ) 公共交通機関利用者は、乗務員の指示・誘導に従い、最寄りの避難場所へ避難す

る。 

    (ｳ) 避難後、登校するか帰宅するかその場で待機するかなど、最善の方法を判断し行 

動する。 

  (3) 登校後に地震が発生した場合 

      ア 学校の指示に従い速やかに下校する。なお、帰宅ができない場合は、校内の安全な 

場所で待機する。 

 

 ２ 学校再開について 

     学校再開まで、自宅・避難所等で待機する。なお、学校再開については、状況を総合的 

に判断して決定する。連絡は｢きずなネット｣｢災害伝言ダイアル｣｢本校ＨＰ｣で行う。 

 

 ３ 災害伝言ダイアルについて 

  (1) 安否等の確認 

      「１７１」 → 暗証番号あり「３」 → ４桁の暗証番号「５３５１」 

     → 自宅の電話番号「＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊」 → 「録音」 

     ※録音する内容 本人及び家族の安否、住居の被害状況、避難場所 

  (2) 学校からの伝言確認 

      「１７１」 → 暗証番号あり「４」 → ４桁の暗証番号「５３５１」 

     → 学校の電話番号[０５６２４６５３５１] → 「再生」 

 

 ４ 校外実習期間中に｢南海トラフ地震に関する情報（臨時）｣が発生した場合 

上記１～３に準じて行動するとともに、実習場所においては引率教員の指示及び実習施 

設の災害対応規定に従って行動し、安全確保に努める。 

 

 


